
      

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心 

 

 

売る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八戸市立白銀中学校 

TEL ３３－３２８７ 

FAX ３２－１１３１ 

学校通信 第４１号 

文責：高橋 健 

令和５年２月 2０日発行 

 

 

 
 

.  
 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

北
国
八
戸
に
春
を
呼
ぶ
「
え
ん
ぶ
り
」
の
お
囃
子
が
聞
こ
え
る
季
節
、
寒 

さ
の
中
に
も
ど
こ
と
な
く
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
３ 

学
期
も
終
盤
と
な
り
、
進
級
と
卒
業
に
向
け
て
の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

３
年
生
は
私
立
高
校
の
合
格
発
表
も
終
わ
り
、
合
格
の
報
に
安
堵
の
表
情
を 

浮
か
べ
な
が
ら
も
、
３
月
７
日
の
県
立
高
校
入
試
を
間
近
に
控
え
、
教
室
は 

こ
れ
ま
で
以
上
に
張
り
詰
め
た
空
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

流
行
の
時
期
で
も
あ
り
、
各
自
の
体
調
管
理
を
万
全
に
し
て
、
受
検
に
挑
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
▼
２
、
１
年
生
は
、
学
年
最
大
の
行
事
で
あ
る｢

立
志
式
」「
希
望
式
」
に
臨
み
ま
し

た
。
２
年
生
「
立
志
式
」
で
は
、「
魅
導
心
」
を
テ
ー
マ
に
生
徒
一
人
一
人
の
や
る
気
と
自
信

に
あ
ふ
れ
た
立
志
宣
言
や
魂
の
群
読
「
魅
導
心
」、
合
唱
「
Ｍ
ｙ 

Ｏ
ｗ
ｎ 

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ 

Ｉ
僕

が
創
る
明
日
Ｉ
」
を
披
露
、
見
守
る
保
護
者
、
後
輩
た
ち
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
の
迫
力
に
会
場
が

震
え
ま
し
た
。
最
後
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
２
学
年
委
員
長
の
鶴
飼
恵
美
様
か
ら
激
励
の
言
葉
と
と
も
に
保

護
者
作
成
の
心
温
ま
る
「
寄
せ
書
き
旗
」
が
子
ど
も
た
ち
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
、
職
員
、

保
護
者
一
体
と
な
っ
て
創
り
上
げ
た
魂
の
式
は
、
ま
さ
に
「
感
動
」
そ
の
も
の
。
参
観
し
た
保

護
者
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
宣
言
の
内
容
と
一
生
懸
命
な
姿
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

２
年
生
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
１
年
生
の
「
希
望
式
」
で
は
、「
ま
だ
見
ぬ
自
分
へ
」
を
テ
ー
マ
に
参
観
い 

た
だ
い
た
保
護
者
の
前
で
、
堂
々
と
２
年
生
に
な
る
決
意
を
宣
言
。
こ
の
１
年
で 

心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し
た
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
、
目
頭
を
押
さ
え
る
保
護
者 

の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
１
年
生
は
、
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
旅
立
ち
の
時
～
Ａ
ｓ
ｉ
ａ 

ｎ 

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ 

Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
～
」
を
熱
唱
し
、
魂
の
演
舞
「
よ
さ
こ
い
」
に
挑
戦
、 

心
ひ
と
つ
に
踊
り
ぬ
き
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
熱
い
式
に
会
場
か
ら
大
き
な 

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
▼
長
い
人
生
に
は
卒
業
式
や
入
学
式
、
就
職
や
結
婚
、 

あ
る
い
は
立
志
式
や
希
望
式
、
成
人
式
な
ど
の
節
目
が
あ
り
、
こ
の
節
目
、
節
目 

に
自
分
は
、
こ
れ
か
ら
こ
う
し
よ
う
と
決
心
、
覚
悟
を
決
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

大
事
な
こ
と
は
、
そ
う
し
た
気
持
ち
を
い
か
に
持
ち
続
け
、
そ
の
決
心
し
た
こ
と 

を
自
分
の
生
活
向
上
に
活
か
せ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
人
生
の
分
か
れ
道
に
な
る 

の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。
ど
う
か
、
立
志
式
、
希 

望
式
で
誓
っ
た
思
い
や
志
を
持
ち
続
け
、
今
ま
で
の
自
分
に
打
ち
克
ち
、
今
こ
こ 

を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
新
し
い
自
分
へ
飛
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
住
み
慣
れ
た
校
舎
で
、
白
銀
丸
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
３
年
生
と
共
に
過
ご
す
日 

々
も
、
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
な
が
ら
、
最 

大
で
最
も
大
切
な
学
校
行
事
「
卒
業
式
」
を
白
銀
丸
乗
組
員
全
員
の
力
で
成
功
さ 

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
、
御
支
援
の
程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

   

過
去
の
卒
業
生
の
生
活
ぶ
り
を
み
て
も
、
こ
の
「
立
志
式
」 

「
希
望
式
」
の
取
組
が
実
質
的
な
進
級
の
ス
タ
ー
ト
と
な 

る
大
切
な
節
目
、
通
過
点
で
す
。
い
よ
い
よ
今
年
度
も 

終
盤
。
有
終
の
美
を
飾
る
べ
く
、
全
校
一
丸
と
な
っ
て 

が
ん
ば
っ
て
ま
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ 

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

２学年立志式 テーマ 「魅導心」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１学年希望式 
 テーマ 「限界突破 ～まだ見ぬ自分へ～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
１・２年生が進級を前に、決意も新たに歩き始めました。 
これからの活躍に乞うご期待!!  
 

２学年立志宣言 
・学習：「粒粒辛苦（りゅうりゅうしんく）」 

   進路実現に向けて、日々の学習に集中して取
り組みます。 

・部活：「駑馬十駕（どばじゅうが）」 
   部活動に本気で取り組み、目標に向かって邁

進します。 
・生活：「万里一空（ばんりいっくう）」 
    一人一人が自分自身と向き合い、向上できる

学年を目指します。 
 

 

１学年希望宣言 
一、熱いハートで向上心をもち、勉強に取り組む。 
一、熱いハートで先輩を支え、後輩の手本となり、 

仲間を大事にする。 
一、熱いハートで失敗を恐れずに挑戦し、全力で 
  部活に取り組む。 
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＊感染症等の状況により日程を変更する場合があ
ります。ご了承ください。 

２月 
２０日（月）先輩と語る会（白鴎小） 

  ２１日（火）職員会議 
  ２２日（水）八高支普通科検査日 
  ２３日（木）天皇誕生日 
  ２４日（金）５次考査（１、２年）、 

実力テスト（３年）高専合格発表日 
２７日（月）吉井雅之講演会（１，２年生） 

  ２８日（火）全校朝会（放送）、先輩と語る会（白小） 
３月 

２日（木）生徒朝会 
４日（土）数検② 
７日（火）県立高校入学者選抜検査 
９日（木）卒業式練習 

１０日（金）卒業式練習 
１１日（土）卒業式予行・準備 
１２日（日）卒業証書授与式 
１３日（月）振替休（3/11） 
１４日（火）振替休（3/12） 
１５日（水）県立高校追検査 
１６日（木）職員会議 
１７日（金）県立高合格発表、再募集発表 
２０日（月）県立高再募集受付(9時～16時) 
２１日（火）春分の日 
２２日（水）県立再募集検査 
２３日（木）新入生１日入学、県立再募集合格発表 
２４日（金）修了式、離任式 
２５日（土）春休み ～４/６ 

 
 
 

 

〇青森県管楽器ソロコンテスト 

 全部門共通の特別賞 最優秀グランプリ  

２年 〇〇 〇〇（Trp） 

 中学生の部 部門賞  

２年 〇〇 〇〇（Trp） 

〇八戸市より記念の盾贈呈(日本一になった団体､個人に贈呈)) 

  ２年 〇〇 〇〇 

〇選抜中学校バレーボール大会 女子の部 第３位 

１ 回 戦  白銀 ２ － ０ 五戸川内 

準 決 勝  白銀 ０ － ２ 木ノ下 

〇南部地区中学校選抜バスケットボール大会 

兼木村杯争奪選手権   男子の部 優勝 

１ 回 戦 白銀 95 － 33 三本木 

準 決 勝 白銀 76 － 41 十和田 

決  勝 白銀 72 － 63 上 北 

〇水産科学館マリエント「卒業おめでとう展」 

   中学校の部 大 賞 ３年 〇〇 〇 

     〃   第１位 ３年 〇〇 〇〇 

〇青森県中学校選抜美術展 

  特選 ３年 〇〇〇〇〇 (模写 与謝蕪村｢鳶鴉図｣) 

  入選 ３年 〇〇〇〇〇  〇〇〇   〇〇〇〇 

        〇〇〇〇  〇〇〇〇 〇〇〇〇 

        〇〇〇〇〇 〇〇〇〇 

     ２年 〇〇〇〇  １年 〇〇〇〇 

〇八戸市中学校生徒美術展 

 推薦 ３年 〇〇〇〇〇 (模写 与謝蕪村｢鳶鴉図｣) 

 特選 ３年 〇〇〇〇(模写 北尾重政｢花鳥写真図彙｣) 

     〃 〇〇〇〇〇(模写 棟方志功｢観自在菩薩尊図｣) 

〃 〇〇〇〇(模写 海北友松｢龍｣) 

    〃 〇〇〇〇(模写 柏原屋与清伊右衛門｢鳥類絵抄 鶴｣) 

    〃 〇〇〇〇(模写鳥羽僧正覚猷｢鳥獣戯画兎と蛙｣の相撲)) 

〃 〇〇〇〇(模写鳥羽僧正覚猷｢鳥獣戯画 乙巻 獅子｣) 

    〃 〇〇〇(模写 柏原屋与清伊右衛門｢鳥類絵抄 孔雀｣) 

    〃 〇〇〇〇(模写 葛飾北斎｢北斎漫画 鰻登り｣) 

    ２年 〇〇〇〇(ゼンタングルデザイン時計) 

    １年 〇〇〇〇(心を伝えるポスター) 

入選 ３年 〇〇〇  

   ２年 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 〇〇〇  

     〇〇〇〇･〇〇〇〇 〇〇〇〇･〇〇〇〇 

     〇〇〇〇･〇〇〇〇〇  

〇〇〇〇〇･〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇･〇〇〇･〇〇〇〇 

    １年 〇〇〇〇 〇〇〇〇〇 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業式で学担から、中学生として最後に呼名されたと

きの「はい」という返事は、平仮名にしてたった二文字の

言葉だが、卒業生 72 人の 72 通りの｢思い｣｢決意｣が込め

られている。そこには３年間の中学校生活や 15年間の家

族のドラマが秘められていて、それぞれの色と輝きが本

気の輝きとなって体育館にこだまする。過去の自分に届

くような、そして未来の自分を勇気づけるような決意の

響きでもある。卒業式は、輝く未来への第一歩。力強く踏

み出してほしい。2，1 年生は、お世話になった先輩方に

感謝の気持ちをどのように伝えるかを考えながら、今年

度最後で最高、最強の｢白銀丸の絆｣を創り上げたい。出会

えた奇跡に感謝しながら、今までを振り返り、３年生と過

ごせる残り少ない時間、これからの中学生活を大切に過

ごすことが大事。やがてくる君たちの卒業式のためにも｡ 

 

 

 
生徒・保護者から本校職員にかかわる体罰・セクハラ

調査を行いました（保護者：１月３１日～２月３日、生
徒：１月 31 日）。お忙しい中のご協力ありがとうござい
ました。生徒からの申告はありませんでしたが、保護者
から申告のあった事案につきましては、校長が直接聞
き取り調査を行い対応いたしました。大きな事案はな
かったものの、教師の言動で傷ついている生徒もいる
ことから、小職から厳しく注意し、教育委員会にその旨
報告いたしました。今回の調査を機に、今後とも体罰、
不適切な言動やセクハラの一掃を徹底し、全生徒が安
全、安心して学べる環境をつくってまいります。保護者
の皆様の御協力をお願いします。 

さようならをいうまえに（宮澤章二） 
遠い北の空を目指して 

 渡り鳥が いっせいに飛び 
立つ季節 

 鳥たちのつぶらなひとみに 
 胸の底から湧き上がる思い 
が光る 

 「さようなら」を いうまえに 
 「ありがとう」と 呼びかけよう 
 確かに 鳥たちの鳴きかわす声には 
 冬の幾日かを仮寝した場所への感謝が 
 あたたかく清らかにこめられている 
 私たちの旅立ちも 同じだ 
 安らぎをあたえてくれた窓に 
よろこびを恵んでくれた庭に 

 「ありがとう」の声を のこそう 
 「さようなら・・・」を いうまえに 

 


